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৽しいػ能が次ʑとݟग़され，そこか
ら೿生するリーυ化合物をؚめ，༷ʑ
な用్へ多༷なల։を਱げる。

そのൃݟの୺ॹは༷ʑである。২物
成長ௐ੔ࡎとしては，フδϫンॲཧし
たҭබശでのྑ޷なイωබ生ҭが確ೝ
されたことが，ムレබ๷ޮࢭՌと݈බ
ҭ成ޮՌのൃݟにつながる。また，フ
δϫンॲཧしたਫాでイωמ੻ޙのώ
ίバΤが多い，生৩生長期のԼ༿ރれ
が少ない，ࠜுりがྑく融ઇޙのాى
こしが大変などの֤஍からدせられた
声をػܖに，২ௐڠ会のద用性ݧࢼを
行い，イω໮のొख़า合向上や高Թొ
ख़Լにおけるനະख़ཻのൃ生ܰݮへと
ద用拡大される。さらに，イωබのൃ
ࠜ促進をώンτに，フδϫンを౔৕ࠞ
࿨ॲཧしたナシਰऑथでथ੎が回෮し
たことから，ナシのന໲Ӌප๷除ޮՌ
がݟग़された。ਫ༹ӷࡎʢβルーτ �

ӷࡎʣはΩク，Χーωーションのൃࠜ
促進ࡎとしてొ࿥され，フδϫンೕࡎ

はԹभϛΧンの高Թ৚݅によるண৭ো
としてҕୗࡎにରするՌൽண৭促進֐
。࿥ਃ੥中であるొࡏて，現ܦをݧࢼ
フδϫンにみるこのような多໘的な࡞
用は，৽たなڥ؀スτレス଱性付与ࡎ
の։ൃҙཉに஄みをつける。

イιプロνΦϥンを生んだʮフδϫ
ンέϛスτリーʯは，২物成長ௐ੔ࡎ
以外にも，ࡴ஬ࡎや医ༀ඼分໺へと大
きくల։している。フδϫンをࢄ෍し
たะ場でτϏイロ΢ンΧ増৩ʢີ度ʣ
཈制ޮՌがݟられたとのใ告から，ࡴ
஬ࡎスクリーχンά法がݟ௚され，フ
δϫンをリーυ化合物とした΢ンΧྨ
๷除ࡎʮΞプローυ �ʯが஀生した。

このଞ，ϥッτによるޱܦಟ性ݧࢼ
のなかで，そのઁ৯سආ行ಈから໺૏
৯س֐ආ࡞用が，さらにそのղ๤ॴݟ
から؊ػ能向上がݟग़され，ܲやڇの
Ϟσル֐に，また，؊োࡎ療࣏؊๱ࢷ
スクリーχンάから，ώτの؊ߗ変に
おける؊୿ന୅ँ改ળࡎが։ൃされ

た。
また，医療用ਫ஬ༀのࠃ಺τップ

シェΞのʮϥϊίナκールʯ，ʮルリί
ナκールʯもフδϫンの҆全性ڀݚか
ら೿生した。当初は೶ༀとしてはக໋
的なʮଠཅޫにऑくޫ分ղすることか
ら২物向けには使えないʯから，ʮ人
体には使えるのではʯとのऀڀݚのൃ
૝స׵を取り入れڀݚをଓけ，ڧい߅
ਅ׆ە性とਫ஬のݪҼەであるനᚔە
によくޮく有ޮ成分のൃ໌となった。

	�
�আ૲ࡎ୳͔ࡧΒ೿ੜͨ͠ࡴ஬
ʮϑΣχοΫεࡎ �ʯ

の有ޮ成分であるフルϕンδࡎ஬ࡴ
Ξϛυは，෯޿いνョ΢໨֐஬にରす
る高いޮՌ，଎やかな৯֐཈制ޮՌ，
༏れたޮՌ࣋ଓ性，طଘༀࡎ఍߅性֐
஬にରする༏れたޮՌ，ఱఢɾ有用ࠛ
஬への҆全性౳，多くのಛ長を有する
ੈք初のδΞϛυࡴܥ஬ࡎである。

このൃݟの୺ॹも除૲ࡎ୳ࡧにあ
る。ϐϥδンというϔςロ؀にδΞϛ
υߏ଄がஔ׵した৽規化合物は除૲׆
性が௿く，׆性向上のために༷ʑなϔ
ςロ؀へと変׵したところ，除૲׆性
は向上したものの，࡞物へのༀ֐をࠀ
෰できͣにいた。そこで，化合物の物
性を変化させ২物体へのҠ行を制ޚし
てༀ֐を回ආしようとߟえ，ϔςロ؀
をϕンθン؀としたフタルߏࢎ଄とし
たところ，除૲׆性は΄とんどফࣦし
てしまったが，ࡴ஬ࡎධՁݧࢼにおい
てνョ΢໨֐஬にରし，これまでのࡴ
஬ࡎにはないಛ௃的な࡞用঱状が観࡯
された。৽規かつϢχークな࡞用঱状
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登録年度 原体名 用途と商品

1974 イソプロチオラン 水稲用殺菌剤・植物生長調整剤「フジワン🄬🄬🄬🄬」

1976 フルオルイミド 園芸用殺菌剤「ストライド🄬🄬🄬🄬」

1983 ブプロフェジン 水稲、園芸用殺虫剤「アプロード🄬🄬🄬🄬」

1984 クロルフタリム 花き、芝、林業用除草剤「ダイヤメート🄬🄬🄬🄬」

1985 フルトラニル 水稲、園芸用殺菌剤「モンカット🄬🄬🄬🄬」

1991 フェンピロキシメート 園芸用殺虫・殺ダニ剤「ダニトロン🄬🄬🄬🄬」

1993 デブフェンピラド 園芸用殺虫・殺ダニ・殺菌剤「ピラニカ🄬🄬🄬🄬」

麦・芝用除草剤「エコパート🄬🄬🄬🄬」

ばれいしょ枯凋剤「デシカン🄬🄬🄬🄬」

非選択性除草剤「サンダーボルト🄬🄬🄬🄬007」 ※

1999 インダノファン 水稲、麦用除草剤「ダイナマン🄬🄬🄬🄬」「マサカリ🄬🄬🄬🄬」「ライジンパワー🄬🄬🄬🄬」

2002 トルフェンビラド 園芸用品殺虫・殺菌剤「ハチハチ🄬🄬🄬🄬」*

2003 チアジニル 水稲用殺菌剤「ブイゲット🄬🄬🄬🄬」「アプライ🄬🄬🄬🄬」

2007 フルベンジアミド 園芸、芝用殺虫剤「フェニックス🄬🄬🄬🄬」「スティンガー🄬🄬🄬🄬」

2009 メタフルミゾン 園芸用殺虫剤「アクセル🄬🄬🄬🄬」

2010 ピリフルキナゾン 園芸用殺虫剤「コルト🄬🄬🄬🄬」

2015 ピフルブミド 園芸用殺ダニ剤「ダニコング🄬🄬🄬🄬」

2018 ピラジフルミド 園芸、芝用殺菌剤「パレード🄬🄬🄬🄬」「ディサイド🄬🄬🄬🄬」

1985 マロチラート 肝蛋白代謝改善剤「カンテック🄬🄬🄬🄬」

1988 イソプロチオラン 牛の肝疾患および脂肪壊死症用剤

1994 ラノコナゾール 医療用外用抗真菌剤「アスタット🄬🄬🄬🄬」

2003 メタフルミゾン シロアリ防除剤

2005 ルリコナゾール 外用抗真菌剤・爪白癬剤

2006 ピリプロール イヌ用ノミ・ダニ防除剤、シロアリ防除剤

＊OATアグリオ株式会社の登録商標

1999 ピラフルフェンエチル

表ー１ ⽇本農薬で開発された農薬原体および医薬・動物薬原末、化学品原体
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と化ֶߏ଄の৽規性が஫໨され，ࡴ஬
，としてධՁ，化合物બൈが進められࡎ
ʮフェχックスࡎ஬ࡴ �ʯが஀生した。

最ޙに，૯合ڀݚॴの充実した施ઃ
の۱ʑをごҊ಺していただき，ࡾҐ一
体やΦールϥンυスクリーχンά体制

などڵຯあるお࿩を೤心にまた࠙੾ஸ
ೡにしていただいた，ڀݚॴ長のݩ場
一඙ࢯ，୳ࡧϚωーδϟーのଜా఩
໵ࢯ，҆全性Ϛωーδϟー௪ ఩෉ࢯ，
২物άループリーμーਗ਼઒ࢯ߂و，୅
ँɾڥ؀άループリーμーの٢መོࢤ
場։ࢢ全体ௐ੔をしていただいた，ࢯ

ൃ本部։ൃ部の大௩ ོࢯには心より
。ਃし上げるँײ

同行ऀは，ʢ公ࡒʣ日本২物ௐઅڠڀݚࡎ会ɹ
Ծ୩ಓଇ

剤にはない特徴的な作用症状が観察された。新規かつユニークな作用症状と化学構造の新規性が注

目され，殺虫剤として評価，化合物選抜が進められ，殺虫剤「フェニックス®」が誕生した。

最後に，総合研究所の充実した施設の隅々をご案内していただき，三位一体やオールランドスク

リーニング体制など興味あるお話を熱心にまた懇切丁寧にしていただいた，研究所長の元場一彦氏，

探索マネージャーの村田哲也氏，安全性マネージャー栂 哲夫氏，植物グループリーダー清川貴弘氏，

代謝・環境グループリーダーの吉實隆志氏，全体調整をしていただいた市場開発本部開発部の大塚

隆氏には心より感謝申し上げる。

  

図－13 元場一彦所長らによる総合研究所の概要説明

同行者は，（公財）日本植物調節剤研究協会 仮谷道則
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ʮࣂྉ用ถ多ऩ日本一ʯは，ࠃ産ࣂྉ用ถの本࡞化をਪ進す
るため，ࣂྉ用ถの୯ऩ向上の༏れた取り૊みをදজすること
で，೶ྛਫ産লとʢ一社ʣ日本ࣂྉ用ถৼڠڵ会がओ࠵し，ฏ
成 28 年ʢ2016 年ʣ度から実施されている。

全ࠃのࣂྉ用ถ生産ऀのうͪ，多ऩ඼छʢ஌ࣄಛೝをؚむʣ
の࡞付໘ੵがおおむね̍IB 以上で，生産ίスτ௿ݮ౳に取り

૊むܦӦ体からのԠืをडけ，ֶࣝऀݧܦ౳でߏ成される৹ࠪ
ҕһ会による৹ࠪをܦて，①୯Ґऩྔの部，②஍Ҭのฏۉ୯ऩ
からの増ऩの部ごとに，೶ྛਫ産大臣৆，政ࡦ౷ׅ׭৆，全ࠃ
೶ڠ૊合中ԝ会会長৆౳の֤৆をબग़している。

ここでは，ฏ成 28 から 30 年度の୯ऩの部のϕスτ 3 をද
に示した。́ ΅ 10 ̰当たり 1U に近いऩྔを上げている。ʢ,�0ʣ


